
向上心をもって地域医療の発展に

　

４
月
１
日（
土
）、
２
０
１
７
年
度
「
生
協
入

協
式
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

理
事
長
か
ら
歓
迎
と
期
待
の
挨
拶
、
新
入
職

員
か
ら
未
来
の
生
協
を
支
え
る
決
意
が
の
べ
ら

れ
ま
し
た
。

参
加
し
て
き
た
。
日
本
死
の
臨
床

研
究
会
の
前
夜
祭
。
１
ヶ
月
前
か

ら
満
席
。
医
療
者
側（
医
師
）４
名

と
宗
教
者
側
４
名
が
会
場（
座
敷
）

の
中
央
に
車
座
に
な
り
セ
ッ
シ
ョ

ン
が
始
ま
っ
た
。
お
浄
土
（
数

名
）、あ
の
世
、母
親
の
と
こ
ろ
、わ

か
ら
な
い（
数
名
）と
い
う
回
答
だ

っ
た
▼
40
分
ほ
ど
経
過
し
た
頃
、

フ
ロ
ア
ー
か
ら
善
光
寺
白
蓮
坊
住

職
の
若
麻
績
（
わ
か
お
み
）
さ
ん

が
起
立
さ
れ
、「
ふ
る
さ
と
」
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
と
意
見
を
述
べ

ら
れ
た
▼
煎
じ
詰
め
る
と
〈
楽
園

の
イ
メ
ー
ジ
〉。
就
学
前
後
の
女

の
子
に
自
由
画
を
描
か
せ
る
と
、

ほ
ぼ
全
員
が
楽
園
の
よ
う
な
お
花

畑
の
絵
を
描
く
。
男
の
子
は
自
動

車
や
ロ
ケ
ッ
ト
、
ロ
ボ
ッ
ト
や
超

能
力
を
も
つ
英
雄
、
戦
闘
の
絵
な

ど
を
描
く
。
キ
リ
ス
ト
教
で
い
う

天
国
、
仏
教
で
い
う
極
楽
は
教
義

的
に
は
相
容
れ
な
い
が
、
美
術
論

的
に
見
れ
ば
〈
楽
園
〉
と
い
う
事

で
共
通
し
て
い
る
。
男
性
に
は
楽

園
世
界
は
よ
く
わ
か
ら
ず
、
楽
園

を
描
く
事
が
で
き
る
の
は
女
性
の

特
権
で
あ
る
と
い
う
▼
私
達
日
本

人
が
〈
楽
園
〉
を
イ
メ
ー
ジ
す
る

場
所
、
そ
こ
は
「
ふ
る
さ
と
」
で

あ
り
、
民
族
宗
教
に
起
源
を
持

ち
、
心
の
な
か
に
完
全
に
イ
ン
プ

ッ
ト
さ
れ
て
い
る
ら
し
い
▼
目
の

前
に
い
る
方
の
「
ふ
る
さ
と
」
を

一
緒
に
考
え
る
時
、
そ
の
方
と
始

め
て
つ
な
が
る
事
が
で
き
る
。
故

人
に
な
ら
れ
た
方
の
「
ふ
る
さ

と
」
に
思
い
を
馳
せ
る
場
合
も
き

っ
と
同
じ
だ
と
思
う
▼
私
は
ど
ん

な
境
遇
の
方
に
も
「
ふ
る
さ
と
」

は
必
ず
あ
る
と
信
じ
て
い
る
。

　
（
み
な
か
み
歯
科
所
長
・
坂
田
）

　
「
死
ん
だ
ら
ど
こ
に

行
く
か
？
と
問
わ
れ
た

ら
」
と
い
う
テ
ー
マ
の

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
自
費

一人は万人のために 万人は一人のために

春です　　家庭菜園始まりましたか。胡
きゅうり

瓜（木瓜・黄瓜とも言われた時代あり）「世界一栄養がない果実」としてギネス１位の野菜だそうでびっくり。
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利根保健生協　2017 年３月現勢

生 協 組 合 員・・・・・・・・・・・・29,773 人
出 資 金 額・・・・1,572,536,000 円
平均出資金額・・・・・・・・・・・・・52,818 円

理事32名　監事3名　総代210名　班長1,441名

発　行　人　糸 賀 俊 一　　　編集　「利根の保健」編集委員会
発行部数　21,900　　　　印刷　有限会社コトブキ印刷

中
央
病
院
は
２
５
３
床
の
中
小
病

院
で
経
営
は
ど
こ
も
大
変
。
１
人

２
役
・
３
役
を
は
た
さ
な
け
れ
ば

厳
し
い
状
態
。
病
院
の
ス
ロ
ー
ガ

ン
は
『
か
か
り
や
す
い
外
来
、
断

ら
な
い
入
院
、
選
ば
れ
る
病
院
』

を
か
か
げ
、
医
療
内
容
は
も
と
よ

り
接
遇
面
・
待
ち
時
間
対
策
な
ど

誰
か
ら
も
選
ば
れ
る
病
院
づ
く
り

を
目
指
し
て
い
ま
す
。
先
輩
の
皆

さ
ん
と
と
も
に
頑
張
り
ま
し
ょ

う
」
と
期
待
の
挨
拶
。
こ
の
ほ
か

歯
科
・
介
護
代
表
者
か
ら
も
激
励

の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

代
表
し
て
診
療
情
報
管
理
課
の

石
関
奈
月
さ
ん
は
「
高
齢
化
が
進

み
、
地
域
と
結
び
つ
い
た
医
療
サ

ー
ビ
ス
の
充
実
が
一
層
期
待
さ
れ

る
中
、
地
域
医
療
の
発
展
に
努
め

て
い
る
当
生
協
。
常
に
向
上
心
を

も
っ
て
業
務
に
と
り
く
み
た
い
」

と
決
意
を
の
べ
ま
し
た
。

　

辞
令
交
付
後
、
早
速
３
日
間
に

わ
た
る
研
修
で
は
医
療
福
祉
生
協

の
し
く
み
、
利
根
保
健
生
協
の
歴

史
な
ど
７
講
義
が
あ
り
ま
し
た
。

　

医
療
安
全
で
は
「
ミ
ス
は
起
こ

り
得
る
が
、
こ
れ
は
安
全
か
考
え

な
が
ら
業
務
を
行
う
こ
と
で
事
故

を
防
ぐ
こ
と
に
つ
な
が
る
」
こ

と
。
院
内
感
染
で
は
「
感
染
予
防

の
手
洗
い
・
マ
ス
ク
着
用
の
徹
底

で
自
分
が
菌
の
媒
介
者
に
な
ら
な

い
」
こ
と
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

接
遇
マ
ナ
ー
で
は
挨
拶
・
言
葉
遣

い
・
身
だ
し
な
み
・
態
度
・
笑

顔
・
表
情
の
基
本
原
則
な
ど
の
講

義
を
う
け
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
実

施
。「
忙
し
い
時
で
も
笑
顔
で
接

す
る
」「
相
手
を
思
い
や
る
」「
清

潔
感
の
あ
る
身
だ
し
な
み
を
心
が

け
る
」
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
意
見

と
感
想
が
あ
り
、
こ
れ
か
ら
の
仕

事
へ
の
意
欲
が
感
じ
と
れ
る
研
修

と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
各
職

場
に
配
属
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
入
協
式
」
に
は
、
医
師
６
、

研
修
医
８
（
医
６
・
歯
２
）、
薬

剤
師
１
、
放
射
線
技
師
１
、
理

学
・
作
業
療
法
士
５
、
看
護
師
・

保
健
師
・
助
産
師
11
、
准
看
生
徒

７
、
歯
科
衛
生
士
２
、
歯
科
技
工

士
１
、
社
会
福
祉
士
１
、
事
務
２

の
総
勢
45
人
を
迎
え
ま
し
た
。

　

糸
賀
理
事
長
は
「
困
難
を
の
り

こ
え
て
２
０
１
５
年
新
病
院
が
完

成
し
ま
し
た
。
と
ね
診
療
所
の
新

築
移
転
や
特
養
建
設
そ
し
て
旧
病

院
跡
地
の
ま
ち
づ
く
り
な
ど
課
題

は
山
積
み
で
す
。
み
ん
な
で
力
を

あ
わ
せ
て
課
題
達
成
に
向
け
て
と

も
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
」
と
挨

拶
。
大
塚
病
院
長
か
ら
は
「
利
根

利根保健生活協同組合
〒378−0053  沼田市東原新町1861番地1
☎0278（22）6060　  FAX（22）6262

利 根 中 央 病 院
片 品 診 療 所
と ね 診 療 所
利 根 歯 科 診 療 所
生 協 み な か み 歯 科
介護老人保健施設とね
とね訪問看護ステーション
サニーホームひまわり

沼 田 市 沼 須 町
片 品 村 鎌 田
沼田市東原新町
沼田市高橋場町
みなかみ町後閑
沼田市東原新町
沼田市東原新町
沼田市高橋場町

☎（22）4321
☎（58）3910
☎（24）1202
☎（24）9418
☎（25）3399
☎（22）8855
☎（23）3706
☎（22）3223

http://www.tonehoken.or.jp/tonehoken-kumiai/
ホームページ で検索できます利根保健

　４月から５月にかけて２３の全支部で総会が
開催されます。
　2016年度の振り返りとあわせて2017年度
の支部活動を計画し、総代会議案について組合
員の意見や要望を聞くのが目的です。また、工
夫をこらした支部企画を準備していますのでご
参加ください。

第41回

通常総代会
　利根保健生活協同組合
定款50条に基づき、第
41回通常総代会を以下の
通りおこないます。
　総代・正副支部長の皆
さまには別途ご通知いた
します。

利根保健生活協同組合
　　　　理事長　糸賀俊一

日時  2017 年 6 月 23 日（金）
　　  　13 時 00 分　開会

場所  ホテル ベラヴィータ

お知らせ

2017年度 支部総会開催

（4/20 現在）

沼田東

沼田中

沼田南

沼田北

池　田

利根北
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須　川

新　巻

火

金

土

金

火

木

金

月

月

木

日

水

水

水

木

金

金

木

火

月

組合員ホール「にぎわい」

西倉内町区民館

白山神社

老健「多目的室」

池田公民館

工房「池の上」

片品診療所

萩室生活改善センター

組合員ホール「きらめき」

米山温泉

昭和の湯「和室」

下町住民センター

薄根公民館

川田公民館

高山村役場

後閑集落センター

つきよの虹ホール

水上公民館

猿ヶ京多目的集会所

須川公民館

布施農事研修所
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13:30
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み
な
か
み

会　場日 程支部名ブロッ
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向上心をもって地域医療の発展に

2017年度 入協式



当
生
協
が
後
援
す
る
利
根
沼
田
九
条
の

会
が
、
４
月
15
日
（
土
）
に
12
周
年
の
つ

ど
い
を
病
院
で
開
催
し
、
約
70
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

今
回
は
、
丹
治
杉
江
さ
ん
を
講
師
に
記

念
講
演
を
行
い
ま
し
た
。
丹
治
さ
ん
は
、福

島
か
ら
自
主
避
難
し
、
現
在
は
群
馬
に
居

住
し
て
原
発
事
故
損
害
賠
償
請
求
群
馬
の

原
告
団
に
加
わ
っ
て
、
様
々
な
活
動
に
と

り
く
ん
で
い
ま
す
。
記
念
講
演
は
「
チ
ェ

ル
ノ
ブ
イ
リ
事
故
30
年
の
今
と
フ
ク
シ
マ

６
年
目
の
実
態
」
と
題
し
て
話
が
さ
れ
ま

し
た
。

「
前
橋
地
裁
で
出
さ
れ
た
判
決
は
、
国
と

東
電
の
責
任
を
同
等
に
認
め
た
点
で
は
大

き
な
意
義
が
あ
る
。こ
れ
で
災
害
か
ら
人
災

と
な
っ
た
。
し
か
し
避
難
者
は
、
憲
法
で
保

障
さ
れ
た
様
々
な
自
由
を
侵
害
さ
れ
続
け

て
い
る
。国
は
避
難
解
除
を
す
す
め
帰
還
指

示
を
だ
し
て
い
る
が
、
現
状
で
は
不
安
だ
ら

け
で
帰
れ
な
い
。こ
の
ま
ま
移
住
を
決
め
た

と
し
て
も
、
子
ど
も
た
ち
へ
の
い
じ
め
の
問

題
も
深
刻
」
と
語
り
ま
し
た
。

利 根 の 保 健

栄養価 0　野菜で生産量№ 1なのに栄養価は殆ど０。でも、一年中出回っている。群馬県の生産量は宮崎県 ( 全国生産量 10.2% ) に次いで 0.2%差の第 2 位。

（２）第572号2017年５月１日（毎月1回1日発行）

よ
う

　 

こ
そ

新
し
い
仲
間

▼
３
月
の
新
加
入
者
は
名
義
変
更
を
含
め
て
153
人
で
し
た
。（
敬
称
略
）

３
月
の

新
加
入
者

まちかど健康チェック

13
年
ぶ
り
に
群
馬
に
帰
っ
て
き
ま

し
た
。
地
域
の
皆
様
の
健
康
づ
く
り
に

少
し
で
も
早
く
お
役
に
立
て
る
よ
う

日
々
精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

地
域
の
皆
さ
ん
に
頼
っ
て
頂
け
る

よ
う
な
歯
科
医
師
に
な
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
、
日
々
努
力
し
て
、
１
日

で
も
早
く
利
根
・
沼
田
地
域
の
医
療
に

貢
献
で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

出
身
は
埼
玉
県
の
北
部
で
す
が
、
ス

キ
ー
部
時
代
に
慣
れ
親
し
ん
だ
利
根
沼

田
地
域
で
医
療
を
行
い
た
い
と
思
い
参

り
ま
し
た
。
医
師
と
な
り
こ
れ
か
ら
学

ぶ
こ
と
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
地
域
の

方
々
と
の
交
流
も
大
切
に
し
つ
つ
、
早

く
一
人
前
の
医
師
に
な
り
貢
献
で
き
る

よ
う
に
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

出
身
は
東
京
で
す
が
、
群
馬
は
祖
父

母
が
住
ん
で
お
り
、
幼
い
頃
は
よ
く
沼

田
に
リ
ン
ゴ
狩
り
に
行
き
ま
し
た
。
そ

ん
な
馴
染
み
の
あ
る
こ
の
利
根
沼
田
地

域
で
、
少
し
で
も
地
域
に
貢
献
で
き
る

よ
う
、
精
一
杯
努
力
し
て
参
り
ま
す
。

出
身
大
学
は
山
形
大
学
で
す
が
、
小

中
学
校
時
代
を
沼
田
市
で
過
ご
し
ま
し

た
。
ま
だ
不
慣
れ
な
と
こ
ろ
も
多
々
あ

り
ま
す
が
、
馴
染
み
の
あ
る
土
地
で
地

域
の
医
療
に
少
し
で
も
貢
献
で
き
る
よ

う
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

沼
田
生
ま
れ
沼
田
育
ち
で
、
群
馬
大

学
出
身
で
す
。
利
根
沼
田
の
皆
様
の
お

役
に
立
て
る
よ
う
、
日
々
精
進
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

出
身
地
は
玉
村
町
で
群
馬
大
学
卒
で

す
。
1
つ
で
も
多
く
の
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
、
そ
し
て
１
人
で
も
多
く
の
方

の
医
療
に
関
わ
れ
る
よ
う
に
邁
進
し
て

参
り
ま
す
。

ち
な
み
に
髪
の
毛
は
天
然
パ
ー
マ
で

特
徴
的
で
す
の
で
、
見
か
け
た
際
は
お

気
軽
に
お
声
掛
け
し
て
く
だ
さ
い
。

群
馬
県
桐
生
市
出
身
で
す
。
沼
田
で

こ
れ
か
ら
一
年
間
お
世
話
に
な
り
ま
す
。

で
き
る
こ
と
を
増
や
し
て
少
し
で
も

地
域
に
貢
献
で
き
る
よ
う
に
精
一
杯
が

ん
ば
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

小泉 英
ひで
之
ゆき

岩﨑 竜
たつ
也
や

遠藤 瑞
みず
貴
き

大野 克
かつ
弥
や

山口 実
み
穂
ほ

石北 雅
まさ
之
ゆき

利
根
歯
科
診
療
所

〈
沼
田
東
支
部
〉

松
本
ト
キ
子

〈
沼
田
中
支
部
〉

鷲
尾　

禮
子

〈
沼
田
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利
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〉

青
木　

ナ
ツ

金
井　

仁
史

小
野
佐
知
子

星
野　

真
紀

後
藤
實
會
子

永
井　

春
彦

村
田　

春
江

〈
池
田
支
部
〉

峰
川　

克
衛

〈
薄
根
支
部
〉

河
合　

美
幸

〈
川
田
支
部
〉

生
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実

〈
白
沢
支
部
〉

米
山　

勝
敏

佐
藤　

健
治

新
井　

弘
幸

新
井　

光
世

新
井　

邦
男

新
井
も
と
江

新
井
と
も
ゑ

佐
藤　

典
子

小
野　

啓
寿

鶴
渕　

健
一

小
野　

清
子

小
野　

英
樹

星
野　

正
夫

小
野　

佳
子
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野　

悦
子

常
木
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雄
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久
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子

常
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一
子
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与
重
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典
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純
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小
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武
井　

雪
子

大
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信

〈
利
根
北
支
部
〉

今
井　

豊
子

〈
片
品
支
部
〉

横
坂　

晴
子

〈
月
夜
野
東
支
部
〉

都
筑　

賢
鳳

林　
　

富
雄

池
田　

美
好

池
田　
　

忠

〈
月
夜
野
西
支
部
〉

阿
部　
　

壽

髙
橋　
　

唯

〈
水
上
支
部
〉

中
島　

清
美

園
部　

一
夫

阿
部
い
そ
枝

〈
猿
ヶ
京
支
部
〉

林　
　

義
正

山
田　

桃
華

〈
須
川
支
部
〉

原
澤　

恵
子

本
多　

洋
一

岡
田　

郁
夫

梅
澤　

勇
士

吉
井　

正
人

〈
新
巻
支
部
〉

原
澤　

京
子

〈
昭
和
東
支
部
〉

林　
　

た
か

涌
井　

一
枝

田
嶋　
　

藍

〈
昭
和
南
支
部
〉

吉
野　

和
由

諸
田　

清
恵

〈
高
山
支
部
〉

金
井　

尚
二

渡
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誠

星
野
ふ
く
い

〈
職
域
〉

高
津　

由
紀

5月27日（土） 全国ロードショー

周佐 峻
しゅん
佑
すけ

星野 礼
れ
央
お
和
な

利
根
中
央
病
院

研
修
医
自
己
紹
介

ＷＨＯ４．７世界保健デーに合わせて

い
ま
憲
法
が
危
な
い
！

利
根
沼
田
九
条
の
会「
12
周
年
の
つ
ど
い
」

２
０
１
７
年
４
月
１
日
よ
り
、
組

織
部
の
配
属
に
な
り
ま
し
た
。
生
ま

れ
は
片
品
。
音
楽
が
好
き
で
バ
ン
ド

を
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

利
根
保
健
生
協
に
入
協
し
、
３
年

目
に
な
り
ま
し
た
。
医
事
課
外
来（
現

外
来
サ
ー
ビ
ス
課
）
で
、
２
年
間
勤

務
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
学
ん
だ
こ
と

を
活
か
し
つ
つ
新
た
な
業
務
に
励
み

ま
す
。

組
織
部
と
し
て
こ
れ
か
ら
担
当
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
ブ
ロ
ッ
ク
は
、

み
な
か
み
ブ
ロ
ッ
ク
（
月
夜
野
東
、月

夜
野
西
、
水
上
、
猿
ヶ
京
、
須
川
、
新

巻
支
部
）
で
す
。

不
慣
れ
な
業
務
で
す
の
で
、
皆
さ

ん
に
ご
迷
惑
を
か
け
て
し
ま
う
こ
と

も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
一
日
で

も
早
く
慣
れ
、
信
頼
さ
れ
る
職
員
に

な
れ
る
よ
う
精
一
杯
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
の
で
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

林　 優
ゆう
斗
と

新
任
組
織
部
担
当
者

生
協
で
は
、
地
域
住
民
の
健
康
づ
く

り
に
役
立
て
て
も
ら
お
う
と
、
様
々
な

場
所
で
、「
ま
ち
か
ど
健
康
チ
ェ
ッ
ク
」

を
行
っ
て
い
ま
す
。

４
月
８
日
（
土
）
に
は
、
昭
和
南
・

東
支
部
が
「
昭
和
の
湯
」
に
て
血
圧
、

体
組
成
、
足
指
力
チ
ェ
ッ
ク
を
、
32
人

が
実
施
。

15
日
（
土
）
に
は
、
沼
田
西
支
部
が

「
下
町
住
民
セ
ン
タ
ー
」
に
て
血
圧
、体

組
成
、
足
指
力
、
血
管
年
齢
、
尿
、
骨

密
度
チ
ェ
ッ
ク
と
、
利
根
歯
科
職
員
に

よ
る
歯
科
チ
ェ
ッ
ク
を
、46
人
が
実
施
。

17
日
（
月
）
に
は
、
沼
田
中
支
部
が

「
沼
田
公
園
」
に
て
血
圧
、握
力
チ
ェ
ッ

ク
を
、
28
人
が
実
施
。

26
日
（
水
）
に
は
、高
山
支
部
が
「
高

山
温
泉
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
」に
て
血
圧
、

体
組
成
チ
ェ
ッ
ク
を
実
施
し
ま
し
た
。

健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
受
け
た
方
は
、「
普

段
か
ら
食
事
に
は

気
を
つ
け
て
い
る

の
で
、良
い
結
果
が

出
て
安
心
し
た
」、

「
こ
う
い
う
と
り

く
み
が
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
知
ら
な

か
っ
た
。次
回
も
参

加
し
た
い
」と
話
し

て
い
ま
し
た
。

Ⓒ2017「家族はつらいよ２」製作委員会
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1,000円
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定
款
区
域
で
あ
る
沼
田
市
、利
根

郡
、
吾
妻
郡
、
旧
子
持
村
、
旧
赤
城

村
に
転
居
さ
れ
る
場
合
は
、住
所
の

変
更
手
続
き
を
し
ま
す
の
で
、必
ず

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

区
域
外
の
場
合
は
、利
根
保
健
生

協
の
脱
退
手
続
き
を
と
っ
て
い
た

だ
い
た
後
、出
資
金
を
お
返
し
す
る

こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

（
連
絡
先
：
生
協
本
部

�

☎
22
‐
６
０
６
０
）

転
居
の
連
絡
は「
生
協
本
部
」

ま
た
は「
各
事
業
所
窓
口
」ま
で

沼田西

沼田中

講師の丹治杉江さん

ま
た
、
昨
年
の
９
月
に
旧
ソ
連
の

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
に
も
訪
れ
て
、「
今

は
独
立
し
て
ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
い
う
国

に
な
っ
て
い
る
が
、
１
６
４
村
は
廃

村
と
な
り
、
誰
も
住
ん
で
い
な
い
。

当
時
の
ソ
連
は
社
会
主
義
国
。
強
制

的
に
移
住
を
さ
せ
た
が
、
今
で
も
国

を
挙
げ
て
様
々
な
保
障
を
続
け
て

い
る
。
日
本
も
見
習
う
べ
き
点
が
あ

る
の
で
は
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、「
大
変
貴
重
な

話
が
聞
け
た
」、「
報
道
だ
け
で
は

わ
か
ら
な
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ

る
」、「
避
難
者
へ
の
人
権
侵
害
な
ど

は
問
題
。

大
人
の
意

識
や
子
供

の
教
育
も

考
え
て
い

か
な
け
れ

ば
な
ら
な

い
」
と
感

想
を
話
し

て
い
ま
し

た
。

将
来
「
中
核
医
師
」
と
し
て
活
躍
を

今
年
は
利
根
中
央
病
院
で
６
名
、
利
根
歯
科
診
療
所
で
２
名
の
研
修

医
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
将
来
は
利
根
保
健
生
協
で
「
中
核

医
師
」と
し
て
活
躍
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
期
待
を
寄
せ
て
い
ま
す
。

支
部
行
事
や
班
会
に
も
積
極
的
に
参
加
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
組

合
員
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
利
根
保
健
生
協 

人
材
確
保
委
員
会
）



近
視
と
は

目
は
小
型
カ
メ
ラ
に
似
て
お

り
、
細
か
な
光
学
的
な
パ
ー
ツ
で

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
前
方
に
あ

る
角
膜
と
水
晶
体
は
レ
ン
ズ
に
あ

た
り
、
後
方
に
あ
る
光
を
感
じ
る

神
経
の
膜
で
あ
る
網
膜
に
焦
点
を

合
わ
せ
る
こ
と
で
、
も
の
が
見
え

る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。
さ

一人は万人のために 万人は一人のために

99％は水分　白イボ系は市場に出回るが未熟で食す。黒イボ系で熟してから美味しいのが地物胡瓜の特徴だ。熟する（黄瓜）頃は型も太くて大物（20〜 30㎝位）になる。
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ら
に
水
晶
体
の
周
り
に
は
小
さ
な

筋
肉
が
つ
い
て
お
り
、
水
晶
体
の

厚
み
を
変
え
る
こ
と
で
焦
点
調
節

を
行
い
ま
す
。
こ
の
働
き
を
調
節

力
と
い
い
ま
す
。

調
節
力
を
働
か
せ
な
い
状
態

で
、
遠
方
か
ら
来
た
光
（
平
行
光

線
）
が
網
膜
に
ぴ
っ
た
り
焦
点
を

結
ぶ
目
を
正
視
眼
と
い
い
ま
す

（
図
１
）。
正
視
眼
で
は
調
節
力
を

水
ぬ
る
む
山
脈
は
る
か
み
ぞ
れ
ふ
る

産

声
や
春

し
ゅ
ん
し
ゅ
う
愁
の
夜
を
つ
き
破
る

幹
老
い
て
な
ほ
紅
梅
の
艶
め
け
り

少
子
化
を
悔
や
み
て
見
つ
む
蝌か

蚪と

の
国

枝
振
り
の
武
骨
さ
庇
ふ
桃
の
花

門

深
く
灯
り
と
も
れ
る
花
の
寺

向

か
ふ
岸

落

人
の
里

春
の
川

春

耕

や

憩

ふ

間

も

鍬

杖

に

花
満
ち
て
刻
千
金
に
杯
上
げ
る

春

耕

の

整

ふ

畑

や

風

遊

ぶ

甲か
ん

高
き
声

出
し
笑
う
入

学

児

初
蝶
や
風
と
た
わ
む
れ
も
つ
れ
舞
ふ

春

風

や

後

押

す

妻
の
車
い
す

沼
田
市
西
原
新
町�

坂
上　

光
子

沼
田
市
桜
町�

名
胡
桃
董
光

沼
田
市
柳
町�

津
久
井
富
子

沼
田
市
高
橋
場
町�

永
井　

永
陽

沼
田
市
高
橋
場
町�

生
方　

辺
秋

沼
田
市
栄
町�

戸
丸　

雅
代

沼
田
市
横
塚
町�

宮
田　

君
子

沼
田
市
久
屋
原
町�

阿
部　

邦
尭

沼
田
市
新
町�

須
藤　
　

薫

沼
田
市
硯
田
町�

平
井
登
志
絵

沼
田
市
下
沼
田
町�

丸
岡　

勇
吉

沼
田
市
硯
田
町�

阿
部　

ま
つ

み
な
か
み
町
後
閑�

番
場　

正
夫

水
入
ら
ず
の
旅
で
ス
ト
レ
ス
溶
け
て
ゆ
く

東
電
は
バ
イ
菌
四
方
に
撒
き
ち
ら
し

森
友
に
日
本
の
恥
部
が
詰
ま
っ
て
る

沼
田
市
薄
根
町�

加
瀬
田
フ
サ
ヱ

沼
田
市
堀
廻
町�

今
井　

栄
一

み
な
か
み
町
石
倉�

藤
田　

俊
彦

こ
の
時
期
に
な
る
と
学
校
の
健
診
で
視
力
低
下
を
指

摘
さ
れ
、
当
科
に
受
診
さ
れ
る
お
子
さ
ん
が
多
く
な
り
ま

す
。
そ
の
大
多
数
の
原
因
は
「
近
視
（
近
眼
）」
で
す
。

近
視
は
裸
眼
で
は
遠
く
の
対
象
物
が
ぼ
や
け
て
し
ま
う
と

い
う
症
状
を
き
た
し
ま
す
が
、
眼
鏡
や
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン

ズ
で
矯
正
が
可
能
で
す
の
で
近
視
そ
の
も
の
は
病
気
で
は

な
く
、
生
活
に
大
き
な
支
障
を
及
ぼ
す
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
な
が
ら
お
子
さ
ん
の
近
視
の
進
行
を
心
配
す

る
声
は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

使
う
こ
と
で
、
遠
方
か
ら
近
方
ま

で
、
は
っ
き
り
も
の
を
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
一
方
、
焦
点
が
網

膜
の
前
方
に
ず
れ
た
目
を
近
視
眼

と
呼
び
ま
す
（
図
２
）。
焦
点
が

網
膜
に
合
わ
な
く
な
る
た
め
、
像

が
ぼ
け
て
見
え
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
は
っ
き
り
も
の
を
見
る
た
め

に
は
、
目
の
前
に
補
正
レ
ン
ズ
を

置
く
必
要
が
あ
り
ま
す
（
図
３
）。

そ
の
代
表
が
眼
鏡
や
コ
ン
タ
ク
ト

レ
ン
ズ
で
す
。
近
年
で
は
、
レ
ー

ザ
ー
光
線
に
よ
っ
て
角
膜
の
屈
折

力
を
変
え
る
レ
ー
シ
ッ
ク
な
ど
の

屈
折
矯
正
手
術
も
実
施
さ
れ
て
い

ま
す
。

近
視
の
原
因

眼
球
の
前
後
方
向
の
長
さ
（
眼

軸
長
と
い
い
ま
す
）
が
長
い
ほ
ど

2017. ５月号

利根中央病院
眼科医長

髙 橋   宙
ひろし

近
視
に
つ
い
て

ス 

マ 

ホ

携
帯
ゲ
ー
ム
の
長
時
間
使
用
に
注
意

＊
俳
句
（
当
季
雑
詠
）・
短
歌
・
川
柳
を
お
寄
せ
下
さ
い
。

毎
月
15
日
頃
締
切
。

　
　
　
　
　

利
根
保
健
生
協
「
な
か
ま
の
作
品
係
」

〒
三
七
八
︱
〇
〇
五
三　

沼
田
市
東
原
新
町
一
八
六
一
の
一

sukusuku-tone@
tonehoken.or.jp

メ
ー
ル
投
稿

く
な
る
よ
う
に
）。
そ
の
結
果
、
脈

絡
膜
新
生
血
管
、
網
脈
絡
膜
萎
縮
、

網
膜
分
離
症
な
ど
の
重
大
な
病
気

を
発
症
し
や
す
く
な
り
ま
す
。裸
眼

で
は
10
㎝
以
内
に
し
か
ピ
ン
ト
が

合
わ
な
い
よ
う
な
高
度
な
近
視
の

か
た
は
注
意
が
必
要
で
す
。

近
視
の
進
行
予
防
の
た
め
に

遺
伝
に
よ
る
部
分
は
対
処
の
し

よ
う
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、日
ご
ろ
の

目
の
使
い
方
の
改
善
に
よ
っ
て
進

行
を
抑
え
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。
近
視
の
人
は
普
段
、遠
方
に

ピ
ン
ト
が
合
う
よ
う
な
度
の
眼
鏡

や
コ
ン
タ
ク
ト
を
使
用
し
て
い
る

と
思
い
ま
す
が
、
近
く
を
見
る
と

き
は
焦
点
が
網
膜
の
後
方
に
来
る

こ
と
に
な
る
の
で
、調
節
力
を
働
か

せ
て
網
膜
に
焦
点
を
合
わ
せ
て
い

る
こ
と
に
な
り
ま
す（
ち
な
み
に
こ

の
調
節
力
が
低
下
し
た
状
態
を
老

眼
と
呼
ん
で
い
ま
す
）。
老
眼
に
な

る
前
の
若
い
う
ち
は
、
遠
く
を
見

る
た
め
の
眼
鏡
を
し
た
ま
ま
で
も

か
な
り
近
く
の
も
の
に
も
ピ
ン
ト

が
合
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
携
帯
ゲ
ー
ム

を
長
時
間
使
用
な
ど
し
て
い
る
と
、

そ
れ
だ
け
調
節
力
を
働
か
せ
続
け

て
い
る
こ
と
に
な
り
近
視
進
行
の

原
因
と
な
り
ま
す
。近
く
を
見
る
と

き
に
眼
鏡
や
コ
ン
タ
ク
ト
を
外
せ

ば
、調
節
せ
ず
に
済
む
の
で
問
題
あ

り
ま
せ
ん
。し
か
し
現
実
に
は
そ
ん

な
面
倒
な
こ
と
は
な
か
な
か
実
践

で
き
ま
せ
ん
。
時
間
を
制
限
す
る
、

な
る
べ
く
離
し
て
見
る
と
い
う
こ

と
が
重
要
で
す
。

当
科
で
は
近
視
の
進
行
抑
制
の

効
果
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
眼
鏡

を
紹
介
し
て
い
ま
す
。そ
の
眼
鏡
の

レ
ン
ズ
は
上
側
が
遠
く
を
見
る
た

め
の
度
、下
側
は
弱
い
度
に
な
っ
て

い
る
の
で
近
く
を
見
る
と
き
に
強

い
調
節
力
を
働
か
せ
る
必
要
が
な

く
な
り
ま
す
（
老
眼
の
か
た
が
使

う
遠
近
両
用
眼
鏡
と
同
じ
原
理
で

す
）。他に

も
効
果
が
証
明
さ
れ
て
い

る
も
の
に
、低
濃
度
ア
ト
ロ
ピ
ン
点

眼
や
オ
ル
ソ
ケ
ラ
ト
ロ
ジ
ー（
就
寝

中
に
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
を
装
用

す
る
こ
と
で
角
膜
の
形
状
を
矯
正

し
近
視
を
軽
減
す
る
治
療
法
）
と

い
っ
た
治
療
法
が
あ
り
ま
す
。近
視

で
お
悩
み
で
あ
れ
ば
一
度
眼
科
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

網
膜
は
後
方
に
来
る
こ
と
に
な
る

の
で
近
視
は
強
く
な
り
ま
す
。
親

が
近
視
の
場
合
は
、
眼
球
も
似
た

形
に
な
る
の
で
子
も
近
視
に
な
る

傾
向
が
あ
り
ま
す
。
近
視
の
遺
伝

す
る
確
率
は
９
割
近
い
と
の
報
告

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
近
く
の
も

の
を
見
続
け
よ
う
と
、
調
節
力
を

長
時
間
働
か
せ
る
と
眼
軸
が
延
長

す
る
と
い
う
こ
と
も
わ
か
っ
て
い

ま
す
。

近
視
が
進
行
し
す
ぎ
る
と

近
視
が
進
行
す
る
と
裸
眼
で
の

遠
方
視
力
は
低
下
し
ま
す
が
矯
正

視
力
は
通
常
下
が
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。し
か
し
極
端
に
進
行
し
て

し
ま
う
と
、前
述
し
た
よ
う
に
眼
軸

が
伸
び
て
し
ま
う
た
め
に
網
膜
や

そ
れ
を
栄
養
す
る
脈
絡
膜
と
い
っ

た
構
造
が
薄
く
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
（
風
船
が
膨
ら
む
と
ゴ
ム
が
薄

〈図１～３〉　日本眼科学会
http://www.nichigan.or.jp/public/disease.jspより

凹レンズ

図３

正常眼
図１

近視眼

図２

～安心して退院するために (地域包括ケア病棟 )～

当科は、急性期の治療が終わった患者様が自宅または施
設へ退院されるまでの期間、生活リハビリや利用介護サー
ビスの調整などを行い、安心した生活が送れるよう退院支
援を行なう病棟です。医師・看護師・看護助手・医療相談員・
理学療法士・薬剤師・事務員ら多職種３４名が協力して患
者様と関わり、退院の準備をさせて頂いています。
今までは急性期の治療が終わると直ぐ退院を勧めていま

した。体力に自信がなかった患者様も多かったと思います。
地域包括ケア病棟となってから、「こんなに動けるように
なって本当に良かった」と満面の笑顔で退院されていく方
を何人も見送ることが出来、スタッフ一同心から充実した
毎日を送っています。患者様が安心して療養できること、
職員が働きやすい病棟になることを目指して日々奮闘して
います。

利根中央病院
職 紹場 介４Ｂ病棟

鶯
の
声
聞
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ら
出
勤
の
滝
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白
井
宿
友
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訪
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し
散
策
に
桜
あ
ざ
や
か
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を
忘
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て

　咲
き
誇
る
桜
並
木
に
よ
い
し
れ
て
命
の
せ
ん
た
く
歌
友

と
共
に

ど
し
ゃ
降
り
の
雨
に
鳴
き
た
る
初
蛙
小
さ
き
声
に
と
ぎ

れ
て
聞
こ
ゆ

雑
草
と
呼
び
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引
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抜
く
草
々
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み
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つ
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ぐ
花
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つ
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た
り
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飾
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晴
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桜
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つ
雪
積
も
る
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沼田市屋形原町

生方杏
あんり

璃ちゃん（３歳）

　　琉
るい

偉くん（１歳）
２人ですくすく育ってね♡

地物胡瓜　穴原 ( 利根町 ) 胡瓜・高山 ( 高山村 ) 胡瓜・花咲 ( 片品村 ) 胡瓜が沼田近郷産。胡瓜もみや佃煮に適する。大切な種を「沼田野菜」として守り育てられないだろうか。

班会あれこれ
おらがまちのおらがまちの

沼田東　材木町11-3班 沼田東　上原合同班

片品　菅沼班 月夜野西　橋下・橋上合同班

薄根　硯田・白岩合同班
須川　須川合同班

AEDの使い方／アカンベチェック すこしお運動／尿チェック

認知症予防の話、予防体操 歯の話・笑いヨガ

簡単な体操／骨密度チェック
セラバンド体操／体組成チェック

お家でAEDの使い方を実践。「難しいけど、実際に経験す
るのとしないのでは違う」という感想もあがりました!

尿中塩分チェックの結果はバッチリ! 「野菜を多くして
いる」 「みそ汁は１日１回にしている」との声も。

認知症に早く気付くポイントや、治療方針について勉強
しました。 お家で簡単にできる予防体操もやったよ♪ お菓子をつかったゲームなどを通して、お口の健康につ

いて楽しく学びました。  笑いヨガも元気に行えました!

北国の春や、きよしのズンドコ節に合わせて楽しく体
操!  「結構良い運動になるね～」と最後まで笑顔で頑
張りました。

無理なく筋力を鍛えることができるセラバンド体操。
みんなでDVDをみながら楽しく実施しました。

３月班会開催一覧
支部名 人数班　　名 班会内容班長 ・代表名

622 人100 班総計

3月まちかど健康チェック開催一覧

5月まちかど健康チェック開催予定

会　　場
高山温泉ふれあいプラザ

支部名
高山

会　場
サンモール
　　 鍛冶町店
高山温泉
ふれあいプラザ

支部名

沼田南

高 山

日  時
13日
10:00～12:00
26日
17:00～19:00

掲載希望の方は ①お
子様氏名 ②年齢 ③住
所 ④コメント（13文
字以内）⑤連絡先 を
ご記入の上ご投稿下
さい。

編集事務局
E-mail:sukusuku-
tone@tonehoken.
or.jp
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）

今
井
希の
の
か風

ち
ゃ
ん
（
４
歳
）

や
ん
ち
ゃ
大
好
き
仲
良
し
姉
妹

　

婦
人
科
の
手
術
で
10
日

程
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
。
看
護
師
の
皆
さ
ま
が

と
て
も
対
応
が
良
く
、
10

日
間
無
事
に
過
ご
す
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。

　

一
つ
、
病
棟
の
ト
イ
レ

が
長
い
時
間
入
っ
て
い
る
と
真
っ

暗
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
何
と
か

な
り
ま
せ
ん
か
？

病
院
か
ら
の
回
答

病
棟
に
て
ト
イ
レ
の
自
動
照
明

の
設
定
時
間
を
把
握
し
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
。
ご
迷
惑
を
お
か

け
し
て
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。

設
定
時
間
を
延
長
し
ま
し
た
の

で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

「
虹
の
箱
」投
書
よ
り

2017年度特定健診のお知らせ
沼田市・みなかみ町・片品村の国民健康保
険・後期高齢者医療保険に加入する40歳以
上の皆様へ。
生活習慣病予防に特定健診を受けましょう！

＜期　間＞　６月１日～10月31日
＜予約制＞
　◆利根中央病院・健診センター  ☎22-4321
　　月～土曜日（金・土曜日は午前中のみ）

　◆とね診療所　☎24-1202

　◆片品診療所　☎58-3910

　

利
根
保
健
生
協
で
は
、
健
診
・
人
間
ド
ッ
ク
を

受
け
る
方
の
組
合
員
送
迎
を
行
っ
て
い
ま
す
。
予

約
が
と
れ
ま
し
た
ら
、
１
週
間
前
ま
で
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

～
送
迎
の
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
～

●
利
根
中
央
病
院
「
通
院
支
援
係
」
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５
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）

●
片
品
診
療
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☎
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１
０
）

※「
班
で
３
人
以
上
」集
ま
っ
て
健
診
班

　

会
を
開
き
ま
し
ょ
う
！

　

班
会
の
ご
相
談
は
生
協
本
部
組
織
部
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送迎あり


